
霧島山噴火に伴う防災対応

霧島山火山防災協議会事務局
鹿児島県危機管理防災課 室屋 秀司

平成30年3月2日 鹿児島県撮影



▲ 霧島山
Google

霧島山は、宮崎・鹿児島県境に位置す
る加久藤(かくとう)カルデラの南縁部に生
じた玄武岩・安山岩からなる小型の成層
火山・火砕丘等であり、20を超える火山
体が識別できる。

鹿児島県地域防災計画（火山災害対策編）から抜粋



霧島山の構成
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霧島山の活動
有史以降の活動は、主に御鉢と新燃岳で

噴火を繰り返してきた。

御鉢は霧島火山中、最も活動的な火山で
あるが、1923(大正12)年の噴火以降は噴火
の記録はない。

新燃岳では2008年から2010年にかけ小規
模な噴火が続き、2011年に本格的なマグマ
噴火が発生した。



霧島山で大きな被害の記録が残っている噴火

鹿児島県地域防災計画（火山災害対策編）から抜粋



H29.10の新燃岳の噴火

Google

宮崎・鹿児島両県及び関係市町，関係機関等においてはそれ
ぞれ防災対応を実施。

平成２９年１０月１１日に約６年ぶりの噴火が発生

平成29年10月11日 鹿児島県撮影



噴火を伝える新聞記事
平成３０年１０月１２日

南日本新聞

平成３０年１０月１６日
朝日新聞

平成３０年１０月１６日
朝日新聞

平成３０年１０月１５日
南日本新聞

平成３０年１０月１６日
南日本新聞



平成29年10月５日 23:35  噴火警戒レベルを２に引き上げ

23:35 情報連絡体制へ移行（両県，関係

市町）

10月９日 15:12  火山性微動の発生（その後も断続

的に発生）

10月10日 午 前 防災ヘリ上空調査（鹿児島県）

10月11日 05:34  噴火（噴煙高300m）

10月11日 11:05 噴火警戒レベルを３に引き上げ

11:05 災害警戒本部設置（鹿児島県，小

林市，高原町）

午 後 防災ヘリ上空調査（鹿児島県）

内部情報共有会議（霧島市）

H29.10の新燃岳の噴火に伴う対応



10月12日 噴火活動継続（噴煙高2,000m）

10:00 情報共有会議（鹿児島県，霧島市）

10月13日 10:30 内部情報共有会議（鹿児島県）

16:00  噴火活動停止

10月14日 08:33 再噴火（噴煙高2,300m）

10月15日 12:15  えびの高原 二酸化硫黄濃度の上昇

（7.5ppm）

火山ガス放出量の増加（11,000トン）

（15時現在）

15:00 えびの高原エコミュージアムセンター

臨時休館

19:00 警戒範囲拡大２km→３km（Lv3維持）

19:00  県道104号及び登山道の規制に着手

H29.10の新燃岳の噴火に伴う対応



10月15日 19:00  ３km内の宿泊施設（２箇所）

に連絡し宿泊者の退去を要請

（霧島市）

19:47 災害警戒本部設置（霧島市）

21:40 宿泊施設（２箇所）の閉鎖を

確認（霧島市）

21:45 登山道の規制完了

10月16日 11:00  火山ガス測定に関する協議

（鹿児島県，霧島市）

13:30  霧島市にLO派遣（鹿児島県）

14:00 降灰の影響により県道１号

（えびの高原）を規制（宮崎県）

H29.10の新燃岳の噴火に伴う対応



10月16日 15:35 えびの高原自主防災組織 施設閉鎖等

の判断基準について協議

10月17日 00:30 噴火活動の停止

10月19日 13:30 火山噴火予知連絡会拡大幹事会

火山ガスの測定開始（霧島市）

10月20日 10:30  霧島山火山防災協議会関係機関会議

火山ガスの測定開始（高千穂河原簡易

測定）

火山ガスの測定開始（鹿児島県大気

測定車）

10月31日 警戒範囲縮小３km→２km（Lv3維持）

H29.10の新燃岳の噴火に伴う対応



H30.3新燃岳の噴火

Google

平成29年10月11日 鹿児島県撮影

平成30年３月９日（金）：南から北方向を撮影
【撮影：鹿児島県】

平成３０年３月９日には火口から溶岩が流出



平成30年３月１日 11:00頃 噴火

３km内の宿泊施設（２箇所）の

状況を確認（霧島市）

→ 休館中，改装工事中のため宿泊者

なし。工事関係者の避難を要請。

16:40 警戒範囲拡大２km→３km（Lv3維持）

登山道，県道を規制

３月２日 高千穂河原ビジターセンター閉館

３月６日 火口内に新たな溶岩の噴出を確認

３月９日 火口北西側から溶岩流の流化を確認

３月10日 05:05 警戒範囲拡大３km→４km（Lv3維持）

県道，市道の規制

H30.3の新燃岳の噴火に伴う対応
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新燃岳
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登山道の規制状況







道路の規制状況





火山ガス自動測定器





観光客・登山者向けパンフレット



防災対応がうまくいった点

 噴火警戒レベルに応じた関係機関の対応を
あらかじめ整理しておいたこと

→ 前回（平成２３年）の噴火を経験し，噴火警戒レベルに

応じた対応整理票（観光客・登山客の避難誘導やどこで

登山道・道路を規制するのかなど）を作成。

火山防災協議会の場等を通じて議論していたことによ

り，スムーズな防災対応につなげることができた。



対応整理票



防災対応上の問題点

 複数の火口が活発化した際の対応
霧島山では，新燃岳，御鉢，硫黄山の各火口ごとに個別

に避難計画を定めているが，複数火口が活発化した場合，
「避難の方向」や「規制箇所の変更」等個別の計画だけで
は対応できない状況が発生する。

→ 今年度，内閣府の支援を受けて，複数火口が活発化
した際の避難計画策定に取り組んでいる。
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